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· 欠席者は必ず後日、確認しておくこと。

＜議事内容＞

1.褥瘡発生者の確認 
2.マニュアルの見直し
3.体交クッションについて
1.褥瘡発生者の確認

　東病棟　

・平栗　城志様～R2.11.19　仙骨部発生　17点→13点
処置：ソフラチュール+パット保護
食事：経管栄養（CZ-Hi：1-1-1）
　

現在褥瘡者　1名
　南病棟　

・本木　貞子様～R2.8.24　仙骨部～臀部発生　22点→16点
　　　　　　　　　処置：イソジンシュガー+ガーゼ保護
　　　　　　　　　食事：クリミール3本/日（2-2-2）
　　　　　　　　　摂取量：全量摂取～1/2
　　※死亡退院に伴い未治癒
・三上　ミヨ様～R2.9.28　左外果部発生　11点→14点
　　　　　　　　R2.11.9　右踵部発生　4点
　　　　　　　　　処置：テラマイシン+ガーゼ保護

　　　　　　　　　食事：ミキサー、クリミール4本/日（1-2-1）
　　　　　　　　　摂取量：1/3～1/2
　　　　　　　　　　点滴1本/日
　・鈴木　徳美様～R2.11.11　仙骨部発生　6点

　　　　　　　　　R2.7.9　右踵部発生　10点
　　　　　　　　　処置：粥ハーフキザミ
（朝エネプロゼリー、昼ブリック・エネプロゼリー、夕ブリックゼリー）
　　　　　　　　　食事：アズノール軟膏
現在褥瘡者　1名
　西病棟　
現在褥瘡者　なし
　北病棟　

現在褥瘡者　なし

　南山苑　

・柳杭田　かつ子様～H31.3.4　背部発生　5点→3点　良性肉芽90％以上。ポケットなし。

　　　　　　　　　　　処置：ゲンタマイシン軟膏+イソジンシュガー+ガーゼ保護+テーピング療法
食事：経管栄養（朝CZ2-昼MA1-夕MA2）
　・谷坂　京子様～R2.11.25　左臀部　15点→13点
　　　　　　　　　処置：ブロメライン軟膏+ガーゼ保護
　　　　　　　　　食事：経口（硬粥とろみ、エプリッチ）全量摂取
　現在褥瘡者　　2名

　南寿の里　

・上山　すみ様～R2.10.14　左大転子部発生　7点→11点　良性肉芽90％以上。ポケットなし。
　　　　　　　　処置：ゲーベンクリーム+ガーゼ保護

　※11/22他院入院により南寿の里退所に伴い未治癒
現在褥瘡者　　なし
　南風苑　
　現在褥瘡者　なし
　

2.マニュアルの見直し

　変更箇所については来月の委員会時にまとめて提示します。
3.体交クッションについて

　・病院→（東）三角枕10個、長方形枕7個ずつ購入検討中。
　　　　　（南）車椅子用座面クッション12個ずつ購入検討中。

　・南山苑→稟議書提出済み
次回の委員会は1月5日（火）16:00から病院2階会議室で開催予定です。
